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「誤りJを生かす数学科授業の開発(II)
一授業と具体的教材の実践的検討ー

しはじめに

¥1)研究のねらい

教師が，普段の授業やテストを通して出会う生徒の

誤答や誤りには，いろいろなものがある。単なる思い

違いや計算まちがいもあれば，数学的に意味のある誤

りもある。従来の数学教育では，それらの誤りをいか

にして直すか，また誤らないようにいかに教えるかを

問題にしてきた。つまりいかにして「正しくJ推論・

計算させるかを問題とし，誤りを積緩的に取り上げる

ことはほとんどなされていない。もちろんいわゆる「誤

答分析J等の研究は，特に数や式の計算の分野では盛

んになされてきたし， {7JJえば生徒の答案の間違いを指

摘し，推論や計算の過程で誤りやすいところに注意さ

せるといった指導はよく行われている。しかしそれら

は誤りを否定的なものとしてとらえ，それらを排除し

ようとしているにすぎない。

しかし，誤りは，訂正・排除して克服されるもので

あるのみならず，むしろそれから学びうるものである。

人聞は，反証され見つけ出されたその誤りから学びう

るからこそ，知識は成長し，科学は進歩するのである。

また，誤りは理解を深めるための重要な材料でもある。

本研究は，このような立場から，前年度にひき続き，

誤りを訂正・排除するよりも，それを積筏的に利用す

る授業や教材について研究を行った。

(2) 誤りを生かす授業とは

前年度の研究紀要で示したように，次の 4つのタイ

プの授業を檎想した。

A:計算間違いや誤った手額を指摘し，その問題状

況におけるその条件や手障の意味や霊要性を明

らかにする授業
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B:結論などを生徒に予想させ，明らかに間違った

ものを指摘させ，なぜ間違いなのかや結果の見

積もりなどを考えさせることから，問題状況の

成立の制約・条件・範囲などを認識させる授業

C:条件もれや取り違いなどの誤った推論の答案を

展示し，それを検討するなかで単にその誤りを

指摘するだけでなく，それを成り立たせるため

の新しい条件・範囲の設定などを考えさせる授

業

D:問題作りをさせ，生徒の間違った問題を取り上

げて，それを検討することを通して新しい問題

および元の問題に関わる成立の条件や一般性の

検討を行わせる授業

さて，以上4つのタイプの授業を実践した(それぞ

れの具体的な学習指導案は，前年度の紀要にある)結

果，次のようなことが明らかになった。すなわち，と

りわけ類型Cのように，教師があらかじめ誤りを用意

したり，強引に誤りにおちいらせるよう導いたりする

と，生徒はあまり興味・関心を示さない。それが，た

とえ数学的に興味深い要素をもった誤りであっても，

教師が提示した場合は，生徒は「それがどうした。jと

いうような反応を示すのである。一方，単純な計算ミ

スや数学的にはあまり発展性のない誤りであっても，

生徒自身が陥ったり発見したりしたときや，同じクラ

スの生徒が行ったときは，生徒は大変興味を示す。

こうした現象は，誤りに対する興味・関心を起こす

ための主体的能動性や共同体的社会性の要因を示唆し

ているように思われる。この点についての理論的分析

は今後すすめて行きたいと考えている。いずれにせよ，
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笑践的には，r生徒に自由な活動をさせるなかで出てき

たいろいろな誤りを，無視せず取り上げ，みん訟で考

えさせる。Jという学習指導方針が， r誤りを生かすj

ためには肝要である。

本稿では，このような方針で実践した授業と，その

ような学習指導を行なうための具体的教材について，

実践的検討を行う。

2.授業の実践と考察

(1) r課題学習Jの時間を使って

広島大学附属福山中学校では，中 3で数学の「課題

学習の時間を l単位設けている。

3クラスの同時展開で，担当教師3入が，各クラス

4時間毎にA→B→C→A→と持ち回りで授業をして

いる。「課題学習Jの時間とは別に，数量2単位，図形

21詳世の器禁を実笠しているs

授業では，生誌の自由な発想を大切にし，それを授

業でとり上:1.多様な'!1えを出しあっていくやで出て

くる誤りを大切にしていった。

「課題学習jの時間に扱う数行については，その内

容を十分に検討し「数学的な考え方jをff戎ずる上で

効果的な教材を精選し設業をしていった。

「諜題学習jの時間に袋持する内容は，担当者ーによっ

て奨なるが，持ち回りで授業をするので，生徒はその

すべてを学習することができる。

例えば，①Pattemsin the hudred chart 

②連続する整数の平方の和の等式から連想される問題

づくり ③ピタゴラスの数，フィボナッチの数，完全

数・不足数・過寿司数 @任意の角を三等分する開題等

の授業を展開してきたが，ここでは，④の任意の角を

指

数 A子-'4 科 井7主4与 習 指 導 案 塁手 入 111 義 克

3年C組 者

題目(主題) 目標

角の三等分 1.初等幾何学における作図の意味を理解させる。

2.任窓の角を三等分する作図偲還を透して，基本のf下[i:lと図形の墓
本佐賀についての理解を深める。

指導計画(1)基本の作図と角の二等分… 1時間

(2){壬意の角を三等分する作図とその考察… 2時間

(3)発表とまとめ… 2時間(本時はその第 lllR目)

学習内容 学習活動 指導上の留ftJ点

導入(5分) -初等幾何学における作図の意味について説明する。 • rコークリッドE言論Jの中の公

君主(要請)1・2・3を簡潔に解

説する。

展開(40分) -角の三等分について班で考祭したことを発表させる。 .O.H.P.を使って，斑でまとめた

ものを全員に示す。

-班の説明をうけて，正しい事柄と間違っている事柄を確認しながら，茎本の作図 -生徒の自由な発想、を大切にし

と図形の基本的性質についての理解を深める。 ながら整理していく。

• rどんなときに角の三等分の作図が可能か?Jr作図可能な最小の正の整数の角 -誤答を生かしながら検討して

は何度か?J等の発問に対する考えを発表させる。 いく。

-作図の公準にこだわらなければ，任意に与えられた角の三等分は作図可能であ -前時に作っておいた器具「トマ

ることを操作活動を通して確かめさせる。 ホークjまたは「直角定規J等

.O.H.P.を使って操作方法を確認し，証明は課題とする。
で任意の角を三等分する方法|

を発見させる。

〈ト 7 ホーク> <直角定規〉

~~ まとめ(5分) -学習内容をまとめ次符の課題を確認する。
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三等分する問題の実践内容と生徒の活動について報告 か)-LACB=90。を三等分一 (チ)一等分点をとるー

する。

さらに，その指導を通して「数学的考え方Jをどの

ように育てようとしたかをまとめる。

2) 類型Dの指導をめざす授業から類型Bの指導をめ

ざす授業へ

当初は， ζAOBを2等分する問題を発展させて (ニ)一半円を三等分一 (リ)一扇形の半径と弧の長さは比例一

作った作図問題を解く過程で現われる誤答から学習を

深めていこう(研究紀要第19号， P51，数学科学習指導

案⑥)と考えたが，初等幾何における作図の意味を理

解したよで，任意の角を三等分する作図ができるかど

うか考察することで，作図法を推測し，洞察力，判断

力，創造力を育み，数学的な見方・考え方を養うこと

をねらった。

前時に，角を三等分する作図問題を個人レポートに

したものを持ち寄って，斑内でお互いの考え方を出し

合い，討議して斑のレポートとしてまとめていった。

一方，指導者の1liIJは， 40名の生徒の個人レポートを

類別し，生徒遠の考え方をまとめた。

。)数学的な考え方の育成とその指導

生徒の倍人レポートをまとめたプリントを使って，

この問題を解決していくために，どのように考えてい

るかを示し，その中に現われる「数学的な考え方・態

(ホ)一夜限を考える一

p， 

P. 
p， 

〈番号は，考えた生徒

の出席番号で丸で囲

んだ生徒の例を挙げ

ている〉

度Jを全員のものにしようと考えた。 ② 特定の角ならば三等分できる。

生徒の考えは，次のよ う に整理できる。(ィ) 90'の場合 (ホ) 108'の場合

'J ~ 11 1(¥ 11 11: ..?判ミ式 12 ~ 
① こうすれば，任意に与えられた借三等分できる。 牲¥j 1

3
6μ;;;;; 怜/ll!¥ぷ

μ)一線分ABを三等分一 付一中線を三等分一 |¥1ν/ 22223: /¥ じ/ア¥
/ /十、手-::" '.jB 、V/'I 

、Aノ ヲ 1017 /・品 Oli::::::::.一一一--4!'- 必乙」ー..Jn¥。〆 IU 11 / ・ 重量 。 O~一一一B
/た~、 lS21 ~事/ j¥ 。

/ノも/子部 んく
ルぐ---¥¥/ 必乞~ ¥¥込 (ロ) 45'の場合 (サ 22.5・の場合

。#二一戸一一一 IB 0"'" 

@ 18 22 @ 313千④u

(ロト郎防三制?)ー (ト)ーひし形の辺の中点一 γut 刀 rx /7>ぐシ/ /¥/ /'/ I fi""、、一//ズY/.-A

511 / 事 。嗣一一，-.B 0 ~ B o----=---C 
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(ニ) 180・の場合 {外 360・の場合 彩の底辺でfきの2辺の畿をわった盤は等しい)が成

4 8 10 13 22望号

、d 戸回目、、， 26幻 2830 31 33 

l() 2526訂お 31 り立つ。

A 4 "  .l--B 

@ こんなことに気付いた。

(ィ)(作図できる角)一(作図できる角)は(作図できる角)

① 

(ロ)正多角形を利用すれば特定の角を三等分することが

できる。例えば，正五角形，正八角形…，ー絞に正

(3n+2)角形の 1つの頂点からひくことができる

対角線の数は(3n+2)-3=(3n-1)本で，こ

の対角線により 1つの内角が3n等分される。

@ 40 

判定規とコンパスを使って作図できるのは， 2つの線

分の長さの和，差，積，商と平方根である。@

Oa+b Oa-b Oa b ot 

(ニ)正の整数で作図できる最小の角は 3・である。もし，

20が作図可能なら，角の二等分はできるから 1・も

作図可能となり ，3の倍数の角は三等分できること

になる。しかし，作図可

能な正の整数の角は， 9 

の倍数の角であるから，

正の整数で作図できる最

小の角は 30だと考えた。

右図は正五角形と正三角

形を重ねて 6。の角を作図したものである。この角を

ニ等分すれば 3・の角が作図できる。 A

(ホ)LBAP=ζPAQ

=LQACのとき

ムABQにおいて

AB:AQ=BP:PQ …(i) 

ムAPCにおいて

AP:AC=PQ:QC …(ii) B P Q 
A P・QC

(ii)より P Q = A C 
A p.QC 

(i)に代入すると AB:AQ=BP: n.rA"e 
人 AC・AQ.BP=AB・AP・QC

A C ・AQ _ A B ・AP
QC BP ・・・(iii)

ζAを三等分した場合{サ(両側にできる 2つの三角

もっとも，これは角を三等分するときに使うのは

祭理だと思う。だが，角が三等分されているかどう

か確かめる時には設に立つのではないだろうか。議

窃器~を後えiま，任意iこ与えられた角を三等分でき

る。

@トマホークと直角定規

指導案の中にあるトマ

ホークと直角定規について

レポートした生徒が3名い

たので，早速作ってみるこ

とにした。 特大トマホー

クを作った生徒，逆に小さ

すぎて操作しにくいなど

様々である。 @H25

これらの器具をどのように使えば，任意の角が三等

分できるか，全員で挑戦していった。

楽しい操作活動のあとは，その証明である。生徒達

は，見事にその証明を完成させていく。

〈証明〉

ζXOYに対して， ト

マホークを図のように位

置し，半円と OYの接点

をFとする。

6AOBと

ムCOBに f
おいて仮定 /、、
より λグf目、
AB=BC んグ ¥ 目、
OB共通 ι1 1 ノ弘
ζABO=ζCBO 

・.二辺とそのはさむ角がそれぞれ等しいので

6AOB三ムCOB 人ζAOB=LCOB

. (以下省略)

@ 長さが測れればこんな方法もある。

2229@363S 

アルキメデスの三等分法をレポートした生徒もいるs

勿論，そのことの証明にもふれている。

C 

B 
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。弧の長さが直線に移れば…と考えた方法 @ 

弧の長さをひもに移し，そのひもを三等分して弧に

あわせれば，任意の角を三等分することができる。

。→¥→φ
これは，任意の角を三等

分するときの基本となる考

え方であり，酪線で固まれ

た図形を直線で固まれた図

形に等積変形する考えもこ

のあたりからでてくること

が分る。半径 rの円の面積

と等しい函擦をもっ正方形を作図すること。ヒッポク

ラテスの月の話，円周率 πの話などにつなげていくと

大変興味を示し，次の課題への意欲をもたせることが

できる。

@ こんなグラフがEきければよいのに

動径OPと線分QRが等

しい速さで動くときその交

点の軌跡は， 円紬線(れ¥川i
ピアスの臨終}と呼ばれQol !¥¥l 

この協を使って，任意の ι十J

57 
1ぷζ&.

角を三等分していった。

@ 作図できないことの証明はむつかしい。 132沿 2124 

作図できないことを証明しようと考えた。 333i ~ 

しかし，中学生のカでは，この誌明の理解はむつかし

く，高校に送Eんでまた考えていくことにした。

@控誌と誌明

任窓に与えられた角を三等分することを考えたが，

個人レポートを持ち寄って波で討議していくとさらに

理解を深めることができる。

たとえば，弦ABを三等分したとき. OP. OQが

ζAOBを三等分していないこ

可A とを次のように誌拐している。

/;~/ <証明〉

/υ/  仮に， ζAOP=ぷ POQ

dι~ “ =ζQOBが成り立っていると

島 する。

ムAOQにおいて，

仮定 (ζAOP=L.POQ)

OA:OQ=AP:PQ 

ここでAP=PQだから

より， /Jfp 
// " よQ

@ 

OA=OQ 

同様にムPOBにおいて

OP=OB 

ムOABは，二等辺三角形だ

から OA=OB

したがって.OA=OP=OQ=OB

このような場合.OABは三角形になりえない。

ムOABが二等辺三角形であるという仮定に反するた

め， AP=PQ=QBのときL.AOBは三等分されな

い。(以上， 3班のレポートより)

の部分は直観的で数学的厳密さに欠けるが，背

理法の発想を使っている。

正しくないことの証明をす

る為には，背理法の発想にな

るようで次の証明には驚かさ

れた。

二等辺三角形PBEの底辺

BEを直径とする円O上に P 

百と=5B=5Eとなる点C，Dをとる。このとき，

C P， DPがL.BPEを三等分していなことを次のよ

うに証明している。

〈証明〉

図において， CP， DPがζBPEを三等分してい

るならば，ムAPCとムGPCにおいて

L.APCニζ GP C， P C共通，また宮古=5Bだ

から

ζACP=ζBAC-L.APC=L.CGDー ζGP

C=ζGCP 

一辺とその両端の角がそれぞれ等しいので

ムAPC=ムGPC 人 AC=GC

次に，ムAHCとムGHCにおいて

AC=GC，ζACH=ζGCH， HC共通だから

二辺とその聞の魚がそれぞれ等しいので

ムAHC三 6GHC
B 

P 

人L.AHC=ぷ GHC…③ 

このとき PB=PEより

ζPBE=L.PEB 

(ム PBEが二等辺三角形)

ζABF=ζAEF 

(AFに対する円周角)

人L.FBE=ζABE-LこABF

=L.FEB-L.FEA=L.AEB 

したがってAB=正予
ここで③より ZEE=εE13だからAB+Ee
=ぢB?百E÷fF+下G，AB=T，官1う=s

とおくと， T+S=S+S+T+下13

これは矛騒 人CP，DPIまζBPEを三等分しない。

E 
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この証明も背理法と円の性質を使いこなした関であ

る。生徒達が推測した方法が，正しいか正しくないか

を考えていく中で斑の討議の中から塁手かれた註明法で

あり，私達の期待をはるかに越えるレポートになって

くる。

@ 多様な考え方を育てる

今までの考察の中で頻繁にでてくる次の証明も生徒

の興味をひく。ここでは，いくつかの証明法を考えさ

せたいと思い， 2つ以上という形で与えた。

ムABCにおいて."三BACの2等分線と辺BCの交点をDとす

るとき，

，41 
BD:DC=AB:ACが~り立つ。

このことを. 2つ以上の方法で&E現せよ。

この問題を高校生に考えさせると三角比やベクトル

の考えを使って，さらに多様な証明法を工夫してくる。

次に挙げるのは，中学生の考えたものを類別したも

のである。補助線をどこにひくかという発想も様々で

大変楽しい授業になる。

B 
D 

B 

A， 

匡IJ ~ 

44 
!九九

以上，任意の角を三等分する問題の実践内容と生徒

の活動についてまとめてきたが，これらのレポートを

生徒に発表させ，全員で考えてきたことを見直すと，

「数学的な考え方・態度Jとは，どのようなものであ

るかが見えてくる。

3.誤りを生かす教材

つぎに示すものは，笠禁中出てきた生誌の誤りを取

り上げることにより理努を深めようとした教材であるョ

授業として，きちんと渓荷できるようにまとまったも

のではないが，このようにちょっとした誤りを数多く

扱うことも大切であると思う。

(l)円のベクトル方式について

問題

A(言)， B (官)を直窪とする円のベクトル方程

式を求めよ。

誤害

円周上のJ点、をP(-p)
とする。.¥C;l

dこP=90'だから

AP2 + BP2 = AB2 

が成立する。

これをベクトルで表そうとして失敗

考察

教科書では正予ょ最より{すーす)・{すー官)= 0 

…①としているが，この条件は生徒からはなかなか

出てこない。むしろ三平方の定還に注目する者が多

い。中学校数学の流れから見ても自然であり，ぜひ

取り上げたい。この考えを無視すると，生徒は「こ

れは誤りであるjとか「このような考え方はしない

ものだJと思ってしまう。

|す-a12+ 1一言一宮 12=1 aーすい

展開して整理

1 P 12ー(ず+1)")・ 11=-a・1)"

iす一三幸正 12ー士 iす+ぢ 12=-a・ぢ

|す一王寺b 12= 1 a云互い…②

②は確かにABの中J点、を中心とし，直笹がABの円

を表している。また①を展開，整理して②を得るこ

ともでき，①と②は同値であることがわかる。

しかし三平方の定理から，はっきり円とわかる②

を得るにはかなりめんどうな計算が必要である。逆

に，これを理解することによって，内積のすばらし

さやその威力もわかる。

(2) ベクトルの割り算

問題

平面上の奥なる 2点をA (言)， B (百)とする。

官・ p=言・官を満たすすを位置ベクトルとする

点、Pの描く図形を求めよ。

解

po 
n
u
d
 



Ef・1)-1)・11'=0
官・(言ーす)= 0 すなわち

品・日=0
つまり PはAから

OBにおろした垂線を描く。

誤答

百.11'=言・官…①

両辺をすで割って
I J....................._ B 

す=言 → b 

したがってPは

一点Aを表す。 Y 
:A 

B ，x 

考察
O → a 

正解と比較することにより，この様な割り算がで

きないことはわかる。しかし誤答がまったくの誤り

かと言えばそうでもない。すなわち誤答は正解のう

ちの，特別な 1点を表しているのである。そこでベ

クトルの割り算で正解を得ることができないか考え

る。

まず実数の割り算について

官・11'=言・官に対応する式は

bP=ab 両辺をbで塁手jると

p.= a 

笑数bで苦手jるとは， bの逆数をかけることであり，

逆数とは，かけて 1になる数である。そこで，1)の

逆ベクトルとは，内積をとって 1になるベクトルと

定義し，それを官-，で表すこととする。さて，

官・11'=言.11'において，右辺は 1つの笑数で

あるからこれを kとおくと

す=k官→…① となるはずである。

①が正解を表しているかどうか次のようにして，兵

体的に確かめる。 ピ
言=(1.0)，官=0.1)とする。 14-...................?B

官→を求めるために I "b/ i 
官→=(u，川とおくと 1/  
百.1)-'=U-:-W=l/ 何

人官→=(u，l-u) 01 a 

この前では す・官=k=lだから

①;ますニ k官→

=官-，

=(U.I-U) 

また11'= (x， :nとおけば

(X=U 

lY=l-U 

したがって Y=l-xとなり，これは蕊かにAか

らOB.ニヨ1，込た妥綴をまえし，正解となっているe

この例に限らず，ベクト Jレの割り算については，

実数の割り算とまったく同様に行う誤りはよく見ら

れる。言わば生徒が必ず陥る誤りであり，何らかの

形で取り上げる必要がある。

(3) 空間における 2直線の交点

問題

2寵線 g x=y=z 

m:一三す_l_=i号L=iTL

が交わることを示せ。

誤答

直線mの式の値を tとおくと

lx=2t+1 
Y=3t+3…① 

z=4 t+5 

これらを gの式に代入すると

2t+l=3t+3=4t+5…② 

2t+l=3t十 3 より t=-2

この債を①に代入して

x=-3， Y=-3， z=-3の交点をもっ

考察

求めた t=ー2は②のすべてを満たすことを確かめ

ていない誤りである。この方法が許されるならば，

ねじれの位置にある直線が交点をもってしまう。

(4) 直線を含む平面の方程式

問題

直線 g :一子=iすL ニiTLを含み，点

0，1，1) を通る平面の方程式を求めよ。

誤答
Y-l 

2"一一ー3 一一一一"4一ー すなわち

6x+4Y-4=3z-6 したカまって

6X+;y-4 ニ3z-6 これを整理して

3x+2Y-3z+4=0・・①
①は王子函の式だからこれが求める平面であるo

x 考察

この解答は，まったく見当ちがいの解答であるが

車線gの式から導いた平面だから，何かgと関係が

あるはずである。その関係を求めよという課題を出

したら多くの生徒が輿味を持った。

笑や①は直線gを含む平面の lつであるが，この

惑を発見したり確かめたりするのに，今までに学ん

できた様々な内容(法線ベクトル，方向ベクトル)

を使った生徒も多く，良い勉強になったようだ。

①を生かした正解は次の様になる。

g の t のi号_1_=~壬L から

4)-3z+2=0 …②を得る。

日
u
J



①，②の交線がgだから，求めるSftiiiiを

3 x+2 Y-3 z+4+k(4 Y-3 z+2)=O 

とおき，点 0.1.1)を遇る条件から kの{遣を求め，

平面の式を定めることができる。

(5) 行列の零因子について

問題

A= ( ~ a )とする。 A2十A-2E=Oとなる

とき， a+b， ad-bcの億を求めよ。

誤答

N+A-2E=O より

(A+2E) (A-E)=O したがって

A=-2 E， A=E つまり

A 一{ー~ 21. r~ ?l -l 0 -2 J' l 0 1 J 
故に a+d=-4.2 また， ad-bc=4.1 

考察

rAB= 0 ならlま A=OまたはB=0 J I土，
一般には成立しない。行列の零因子についての理

解を深めることができる。

(6) シュワルツの不等式

問題

(a2+ b2)・(c2+ d 2)ミ (ac+bd)2が成立

する。

この不等式を元にして，新しい不等式を作れ。

解答例

① (a2+b2+c2)・(d2+e2十 f2) ~ (a d + b 

e + c {)2 

② (a2-b2)・(C 2_ d 2)三 (ac-bd)2

③ (a3+b3)・(c3+d3)注 (ac+bd)3

④ (a n+ b n) (c n+ d n)ミ (ac + b d)n 

⑤ (a2十 b2) (c 2 + d 2) ~ (a c芭+b d {)2 

など

考察

これは生徒に問題作りをさせたときの例である。

正誤にかかわらず問題を作るように指示すると，生

徒の活動は活発になる。教師はすぐ①を思いつくが

多くの生徒から出た不等式はむしろ母胎⑤であった。

①②⑤は成立するが， Q渇は成立しない。成立しな

い場合でも「どんな条件をつければ成立するか」な

ど 1つ1つ生徒といっしょに確かめると良い。

4.今後の課題

以上のような実践的検討から，次のような課題を得

た。

(1)誤りを生かした授業は，生徒の数学的考え方や態

度にどのような変化をもたらすか。

本研究のねらいとして，生廷に数学の可謬往を理解

させることを考えていたが.そればかりでなく，誤り

を生かした授業は，生誌の芸文学的考え方や爽涼・関心・

態援等iこ大変よい効梁を与えているようにj患われる。

数学的考え方との関連については， 2!dで考察してい

るが，とくに，爽涼・関心・態笠に対する影棒につい

て，統計約手法で分析する必要があろう。これについ

ては，居探数学教育瀦笠<IEA)等を参考;こして謂査・分

析したいと考えている。

(2) 誤りを誤りとして認識することは，謹擦とどのよ

うな関係があるか。

どこが誤り会のか，なぜ誤りなのかーということを

生徒が理解し，さらに抱の生誌に説明することは，そ

の生徒の理解がさらに深化することに関連しているよ

うに思われる。これは，機長2主義的立場から言えば，

誤りというコンフリクトによって知認の誇筏Eえが行わ

れると説明されるであろう。しかし，実設的検討から

問題となるのは，誤りを誤りとして認設すること，そ

れ自体が大変なことであるということである。誤りを

誤りとして認識すること，コンフリクトをコンフリク

トとして認議すること，それには心理的姿因の他に，

社会的要国なども関連していると考えられる。このよ

うな点について，埋設的にさらに続教に論ずる必主主が

ある。

(お誤りからみた，中・高等学校の数学教材の問題点

を整理すること。

(2)で述べたように，誤りが淫解と密接な関連性を

もっているならば，生徒の誤りを調査分析することに

より生徒の思考構造がつかめるはずである。そのこと

は，中・高等学校の数学教材の心理学的問題点を明ら

かにすることにもなるであろう。それは，淫詩的系統

性の問題点とは必ずしも一致しないであろう。

このような生徒から見た中・高等学校の数学教材の

心理学的問題点を知ることは，実践的にはきわめて興

味深いことである。
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